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初
期
の
顧
絲
業
に
關
心
を
抱
く
裁
に
と
つ
て
、■ 

1
:隈
%
倒
輝
办
蕺
く

.「

上
S

岡
製
絲
場」

及
かr

上
州
赏
麵
絲
場
之
圖」

上
 

.響

る
.

m

枚
續
き
の
錦
繪
は
®

だ
'#

セ
も
の
で
f

'

；
°前

書

妙
_

山
S

_

て
ぁ
り 

'
後

者

繰

鍪

に

お
.け

るH
:

女

办

作

業

振

り

產

ぃ

尤

る
^
 

明

治

五

年

十

月

s
f
.

部 

I

業

寮
I

管

の

下

に

坐

れ

たi

時

我

が

對

蕾

易

差

額

は

逆

調
■

で

あ

？

、
，
こ
れ

業
を
タ
歐
J

名
搦
芤
し
育
成
す
る
政
策
力
採
ら
れ
で
の
で
ぁ
.
っ
た
が1

そ
の
：一 .

0

の
現
は
れ
が
こ
の
1
R乾
籍
エ
場
甯
岡
.製
絲
所
の
設 

立
で
ぁ
J

。
但

し

裳

製

蹵

輸

人
I

I

岡
8

f

以
て
1

1

:

1

で

は

ぎ

。.

I

三
年
舊
I

藩
に
i

前
橋
製 

ォ
-

^

-

^

4の
/]
^ *

寧
の
築
遵
- *

絲
場
等
の
‘先
職
を
^

丄
.た
の
で
ぁ
る
が
、
こ
れ
等
先
驅
的
經
營
に
比
し
甚
岡
製
絲
所
^

る
と
，

〕

ろ

は

馨

の

如

く

撕

太

利

式

器.械
に
ょ
ら
や
しS

蘭
西
_

銃
の
器
械
氣
絲.を
常

し

た

我

が

國

最

初'の
大
規
模̂
^

範H

場
で
ぁ
っ
た
こ
と
.の
外
に
、
多
數
の
傳
習
窘
通
じ
て
我
富
に
器
械
鬆
技
術

I
及

せ

し
め
る
に
投
^

瓦
つ
近 

代
的H

場

經

營

の

職

を

示

.し
た
こ
と
等
が
數
へ
，
ら
れ
て
，ゐ
る
。

.

明

治

五
■/

年

の

交

に.

始

さ

れ

た

放

府

の

製

讓

,

成
政

.策
は
，
.士
族
授
產
と
い
ふ
意
味
も
含
ん
で
大
久
.保
內
'務
卿
時
代
を
通
じ

て
礎
に
行
な
は
れ
た
。
.
そ
の
結
漂
式
器
械
製
絲
が
金
國
亂
に
重
す
る
に
'至
つ
■を
と
は
明
か
で
立
る
が
、〔

然
し
こ
れ
を
以
て
器
械 

數
絲
が
.一

擧
.に
成
功
.を
收
め
得
る
こ
と
は
出
來
な
か
つ
ち
こ
の
所
以
寡
內
事
情
に
徵
す
る
な
ら
ば
、-
.在
來
.の
手
挽
製
絲
，•
座
繰
絲 

の

搭
倒
的
#
在
が
製
絲
改
良
に
對
す
る
大
障
姆
.で
あ
つ
た
？
叉
我
が
資
本
と
技
術
と
.の
不
足
は
器
械
製
絲
の
確
立
を
許
.̂

な
か
つ
た
の 

で
あ
る
。
寧
ろ)

r

の
魄
の
現
實
は
、
.
明
治
九
年
十
月
勸
業
寮
‘大
屬
速
：.
堅
曹
が
松
方
働
業
頭
に
虽
し
た
生
絲
改
良
鼠
見
書
に
い
ふ
如
き 

「

從
前
の
座
繰
製
絲
を
し
て1

.

步
進
ま
し
む
る
を
以
て
即
今
の
急
務
と
す」

る
漸
進
的
措
置
に
出
づ
る
こ
と
が
需
め
ら
h

て
ゐ
た
の
で
あ 

つ
た(

當

醤

醫

梁

調

_

、
也
絲
之
部
、
一

.
r

.

l

M

v
:0
•そ
し
て
こ
の
座
繰
絲
と
器
紙
製
絲
-
^
の
優
位
の
交
潜
は
、
諸
統
ti

の
示 

.

す
抓
く
明
治1

.

一
十
部
代
の
中
喷
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
.
.

i
?

で
あ
る
。
し
か
.

.

I

:の
後
明
.治
末
年
に
至
る
間
に
"
我
が
製
絲
業
は 

.使
T

佛
‘

交
等
の
諸
國
を
凌
駕
し
で
國
際
生
絲
市
場
を
確
保
寸
る
に
至
乃
て
ゐ
厶
。
.
こ
れ
に
，は
當

業

者

自

ら

い

：つ

.て
ゐ
る
ヤ
っ
に「

本 

邦
獄
繭
ニ
天
赋
ノ
良
質
ア
ル
ト
勞
働
賃
銀
ノ
敗
廉
ナ
一
一
'」

^

ふ
と
i

 

(

風
間
金
入
遺
稿
製
絲
耍
論
，
，

/ 

一
丁〕

：、
.
こ

，の

也

方

に

：
お

」

で

器̂

製

絲

の

普

及

：と
交

观

と

.を
現
化
し
た
踹
辙
と
し
'
て
の
甯
岡
製
絲
所
の
功
績
も
亦
忘
却
it
.
ベ
か
ら
ざ

る
も
の
に
®

す
る
^

い
は
ね
ば
な
ち
な
-い
。

■ ;

.

:

:

'

に
'

.

.

'

' 

I

製
絲
所
に
っ
ぃ
て
は
"

佐
©

I

「

を
本
獄
史」

(

叨
治
三
十
一
平
刊
、

大
塚
良
太
郞
編「

蹵

」
(

明
治
三
十
.
累

刊

)

、

群
.

■

馬
縣
内
努
^

「

群
馬
縣
蠶
：̂

沿
革
_

嵛
書
9

(

叨
.治
.三
十
七
印
刊
>

等
に
散
見
^

、
：
$

 

太
八
—

「

甘
樂
讓
叢
談」

(

极
治 

.四
十
ニ
坪
刊〕

、
天
覽
窗
岡
製
絲
場
記(「

/J
-

糸
經
濟
研
究
；

J
$
>

 

三.
S

..、
和

田

英

子

著
.「

賓
岡
日
記」

「

富
岡
後
記
.

」

. 

(典
：！

昭
和
六
；
^

刊〕

,
等
が
あ
る
。
但
し
後
三
背
は
.評
者
未
着
な
の
で
常
岡
製
絲
所
史
の
全
貌
を
通
觀
す
る
便
”
且
を
缺
い
て
る
た
。
然

V
w

に
渡
に
大
一
日
本
黢

&

01

へ「

芸

鷺

絲

(

蓋

、
て

烟

敝

诔

巧

办

-

膂

 

(

S

. 

:
'
獐
、'
呷
和
十5

刊
：̂
塞
刊
さ
备
農
學
呢
土
藤
本
貪
也
庆
機
牌

藤
本
奴
也
蕺「

常
1
:製
絲
所
史」
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•

臌
本
赏
也
著「省

！
：

製
絲
所
史」

■ 

、

■ 

' 

九
ニ 

'
-

(

ー
五
六〕

,

、
'-

ょ
.
る
.

「

赏
岡
製
滁
册
麥
^

上

梓

さ

れ

考

，
ご
の
«:
ば
富
岡
製
絲
所
創

'1
1

啓
1̂

ば

さ

れ

た

七

4
-

离

年

を

記̂-
す
各
事
業
の
：.1' 

つ
と
し
て
^

圖
さ
れ
た
も
0

で
^

る
。
所
.̂

そ
0;
.も
の
は
四
穴
判
.七
九

頁
の
別
ま 

ぶ

f

あ

る

が

、
，
收

め
.る
^

j

ろ
は
第1

章
.「

#

邦
機
械
製
絲
の
箭
富
岡
製
絲
所」

：
、.
第
.

1

*

「

創
立
當
咿
の
富
岡
製
絲
所」

.
、■ 

ノ

-1

ニ
萆
：「

甯
岡
製
絲
所
の
經
^
1」

、
第
四
寧
门
富
岡
製
絲
所
の
變
遷
し
ぃ
第
五
箪
^

畠
岡
製
絲
所
の
業
績
1-

ょ
り
.f

、
そ
の
創
業
事
情 

か
ら
現
時
の
日
本
蠶
絲
製
造
會
社
時
代
に
至
る
全
沿
革
を
簡
潔
に
記
：述
さ
れ
て
ゐ
を
,

評
者
は
こ
れ
を
ー
讀
.し
て
.
\
^

洋
式
器
械
製
絲
技
術
の
淵
源
％
し
て
：犬
.な
る
倉
義
を
持
つ
•富
岡
製
絲
所
の
變
遷
を
逋
覽
す
る
.上
に
.頗
；る
•
好
適
な
も
の
.
と
考
.
、
セ
め
で
、

.

:

玆
に
本
書
を
紹
介
す
る
.こ
と
に
し
た
o

:

:

,
、

-.
.

•
'

'

.

'

'

 

.

. 

. 

.

.

.
 

' 

- 

.

.

富
岡
製
絲
所
の
創
設
事
由
に
0
.
い
て
は
旣
に
一
言
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
苒
度
觸
れ
る
要
は
な
い
0'
本
書
笫
一
章
第
一|

節
に
次
/ft
!

傭
'̂
1

人
技
師
ポ
I

ル
.

ブ
リ
ュ：

丨
ナ
.の
提
出
し
た「

見
込
*-
J

'0

金
文
が
揭
げ
.ら
れ
て
ゐ
る
。
文
中
彼
は
.「

强

チ

現

今

'歐

羅

巴

各

阈

二

於
テ
川
ユ
ル
^

法
ヲ
其
儘
日
本
テ
移
^

>

雜

，
モ.必
；ズ
，益
.ァ
：ル
ム
非
ズ
0

今
實
地
ニ
就
テ
論
ズ
，ル 

ー1
歐

洲

汽

機

ノ

便

•ヲ
以
テ
日
本
在
來
ノ

法
ヲ
咐
籼
ス
■
ル
ニ
_

ク
モ
；ノ
バ
ナ
シ」

>

述
べ
、
次
ぃ
で
我
が
往
徠
の
繰
絲
法
奶
缺
陷
を
榴
摘
し
こ
れ
々
歐
«

巴

の

製

^
カ
法
に
ょ
つ

.
て
.「

外
^

す
.る
針
||
|

を
立
.て
て
.ゐ

る
;0
‘こ
の
新
规.の

歐

羅
£
1式

製

絲

方

法

と'し
'て

採

用

さ

る.ぺ
き
も
の
は
、
殺
蛹
を
太
0
|
熱
に
ょ
ら

ず

蒸

敉

法

を

以

て

す
.る
こ
と'

及
.び
繰
絲
を
蒸
氣
カ

を

以

て

す

る

：こ
と
の
ー
ー
點
で
為
つ
た

;0

值
^

 ̂

明
治
四
年

七
月
が
太
利
新

發
明
の
燥
繭

法

を得
て
.

)
y

れ
に
'
©
.め
た
が
、
嬰
；す

を

匕

殺

繭

行

程

と

繰

絲

行

程

と
に
お
け
る
一
一
つ
0
n
f

.

舊
來
め
戢
が
製
絲
方
法
を
刺
用
し
ャ
以
て
早
ぎ
革
新
に
ょ
る
無
風
の
摩
擦
の
發
寒
避
け
た
の
す
あ
妄
.評
者
が
，J

れ
を
讀
み
つ

、
興
味
を
.感
じ
た
の
は
、
最
近
石
川
準
吉
氏
.

l
i

ょ
つ
て
.

_
州

令

れ'^「

傭

狒

國

人

技

師

フ

，
ラ

ン

シ

ス

夕

.
；
•
コ
マ
一
一

H
'

著

、

日
.本
鑛
物
资

.
源
に
關
す
る
覺
書
し
に
承
ざ
*

て
.ゐ
る
我
が
在
來
鑛
乘
技
.術
の
.缺
陷
の
指
摘
と
新
■建
設
計
畫
め
立
菜
と
で
あ
る
コ
ワ
.二.

H

次
明

治1

兀
年九

；！：：

明

治

政

府

最

初

.の
傭
外
國
人
棱
師
と
し
て
伹
馬
の
.坐
野
鑛
山
の

：

再
建
設
を
：撸

當

し

、
.、
同

鑛

山

1
:

切
.の
建
設
を
.終
へ
て
明
治 

.

十
^

’一
 

月
解
雇
さ
.れ
た
。\

ブ

リ

ュ

！

ナ
が
製
紘
技
術
，の
傅
習
生
養
成
に

.
つ
：い

ズ.進
言
し
こ
れ
が
.前
述
の
如
く
後
年
の
我
が
製
絲
業
發
. 

顏
上
±-

な
る
成
艰
を
擧
げ
た
に
齡
し
、
ゴ
ヮ
lr-
-H

の
.
-1

怫
國
.の
鑛
學
敎
師
.を

じ

て

生

徒

を

訓

導

せ

.し
，
^

"
 '生
野
鑛
山
を
修
學
實
驗
所
と 

な
'
し
、
人
材
の
^

出
を
俟
し
つ
と
の
建
議
も
亦
容
れ
ら
れ
T

實
行
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
が
、- '

然
し
鑛
業
士
養
说
制
度
そ
‘
の
も
の
■は 

.後
の
我
が
：，敎
育
制
度
ー
般
の
確
立
に
伴
な
ひ
大
な
る
進
展
务
見
る
^

と
な
べ
し
て
終
つ
士
ゐ
る
ゲ
こ
の
對
照
の
裡
に
ノ
明
治
初
期
に
お 

け
6-

我
が
近
代
的
產
業
の
發
達
0-
励
向
が
暗
示
さ
れ
て
ゐ
ゐ
と
い
つ
て

ょ

い

？

.コ

ゥ

_ 

-

子
ぽ
§

採
掘
方
法
め
.移
入
を
唱
道
し
、
進
ん 

P

 

.

「

^

し
日
本
政
府
於
歐
洲
人
に
：鏃
山
の
所
有
令
許
可」

^

^

斯
業
發
達
0

た
め
.
.に
需
め
て
ゐ
.
る
が
、
前
者
が
政
府
當
周
に
ょ 

.
つ

て

採
擇
さ
れ
後
#

が

拒

^

さ
れ
た
こ
と
.は
い
ふ
ま
，で

'̂

な
い
o'——

因

，み

に

n

ソ

ラ

エ

の
！
！

書
1
'〇
1
,賀

の」

巨
&

ぶ
と
は
ッ
ン

' 

ベ
，ル

タ

の

こ

と
で
あ
ら
ぅ
し
、

七
四
頁
の
安

.藝
の
砂
鐵
精
鍊
、の
數
字
は
ー.

1

. 

一'
頁
の
'そ
れ
.を
以
て
改
tr

さ
る
べ
含
で
あ

.る

.
こ
と
を
こ
、
、
 

:

に
附
言
し
.て
置
く
。
. 

.

.

/ 

: 

.

';
:

-

:

:

n

^
 

一
.

•

.

と
こ
.ろ
で
ブ
'リ
ユ
I

ナ
が
エ
場
設
立
ガ
適
地
と
し
て
上
武
信
州
^ /

她
を
物
色
し
た
後
、
富
剛
を
選
定
：し
た
の
は
、
藤
本
博
士
，に
ょ
れ 

.

ば
パ
附
近
ニ
帶
が
旺
盛
な
る
養
蠶
地
で
饅
良
な
原
料
繭
を
得
令
ミ
^

’

妙
義
山
ょ
り
水
观
を
發
- ^

る
淸
冽
な
淨
水̂
^
^

來
、
且
脚
下
に
鍋
川.
の
淸
流
.
を
'
も
控
.
べ
.
て
ゐ
る
の
ず
何1 #
.

も
.
卿
筒
を
用
.办
て
吸
.上
_.げ
得
べ
< :

旁
々
水
の
豊
富̂

る
1こ
と
に
着̂ 

の
じ
で
あ
つ
た

0

‘
交
通
の
便
に
つ
い
て
ブ
リユ
ー
ナ
は.

r

早
晩
日
'本
も
鐵
道
.
の
開
通
す
'る
.日
も
；あ
：ら
.ぅ
.'
1

.當
時
未̂

東〗

^

初
の
鐵
道
も
な
か
つ
た
際
で
豫
め
そ
:0

地
域)

を
研
*-

す
る
ま
で
に
は
至
.ら
な
か
つ
た
が
.、
交
通
問
題
<

，>

と
と
し
た
J

V
の
で
あ
：つ
.
た
。〗

絡
じ
な
が
ら
そ
.の
後
信
越
線
の
-麗

に

當

戍

ズ

、
激
：の

.
i

vt

違
ひ
：謂
ゆ
る
下
仁
田
線
の
敷
設
豫
笑
が 

地
許
の
反
對
運
動
も
あ
つ
て
實
現
し
得
な
か
つ
.
れ
こ
と
は
甯
岡
製
絲
所
.の
經
營
を
し
.て
不
利
な
ら
:1
,

め
多
マ
因
と
な
0

打
の
で
あ
る
0

藤
^

^

也
^

.「

富
陶
製
後/ ^

史

し
• 

- 

' 

ノ
.，

.

、
'

.
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■i
ず

. ^
幾

#:
の

苦

悶

の

陣

磬

經

驗

し

*

甯

_
 
製

絲

所
. 

.
f

:

,
か

バ

, ^
內

の
^ *
設

も

ー
^

め

紐

に

就
, #
て

；

是

れ

ょ;0
^ '
々

其

の

實

緖̂

揚

げ

ん

と

せ

る

內

、

：
早

く

も

明

治

八

¥

末

に

は
5

-
- A
*

.
術

指

導

に

當

っ

た

ブ

t

丨

ナ

の

契

約

は

、

滿

f

な

っ

た

S

政

府

S

に

は

「

技

術

首

腦

者

を

失

ひ

ね

る

爲

に

、

S V
の

i

 

'

低

下

し

W

れ

行

が

不

湯

に

で

4

る

が

f

¥

あ

？

は

霞

で

あ

る

か

ら

、

外

人

に

支

拂

ふ

給

料

は

裳

か

ら

ぬ

窣

は

あ

る

が
 

,

こ

れ

は

本

場

〔

南

间

製

赫

;f
t

の

資

本

と

考

ふ

れ

ば

眼

を

塞

い

で

现

へ

忍

ば

ね

ば

な

ら

ぬ

」

と

說

く

者

も

あ

つ

た

が

-

S

5

I
燈

 

は

「

一

大

英

斷

を

以

5

約

期

限

の

滿

了

を

機

と

し

之

れ

を

器

し

、

邦

人

獨

カ

に

由

つ

h

經

尊

ん

こ

と

を

’主

張

し

」

、

遂

に

衆

議
 

.、

の

穿

を

得

る

こ

と

が

出

來

た

。

藤

本

博

士

は

ブ

リ

ユ

丨

ナ

の

解

傭

を

以

て

「

こ

れ

に

因

り

て

尠

か

ら

ぬ

國

裕

の

節

約

は

素

ょ

り

、

我 

が
！
！

絲

業

發

達

途

上

に

於

け

る

滿

々

た

る

氣

舰

を

屮

外

に

宣

揚

し

た

る

も

の

」

と

謝

へ

ら

れ

て

ゐ

る

o

然

し

な

が

ら

.邦

人
I

G

獨

立

は

こ

、

に

裏

名

T

も

、

製

_

經

霞

置

乞

ぬ

難

問

題

で

あ

つ

た

。

原

料

f

購

入

と

製
 

塗

露

販

實

と

が

生

.絲

相

場

$

浮

沈

變

動

に

左

右

さ

れ

る

實

情

、の

下

に

.お

.每

、

繁

文

靈

.の

弊

を

帶

び

I

 

に

時

機

を

失

す

る

こ

と

腿

々

で

あ

つ

た

O

こ

，の

點

は

、

叽

治

潘

«

印

內

務

错

の

命

を

奉

じ

て

篇

製

絲

所

の

利

害

得

失

を

調

济

し

た
 

,
■

速

水

：堅

曹

の

復

命

舊

，

f

れ

て

：ゐ

る

。

本

書

四

Q
丨

四

五

.頁

に

.ぬ

#

岡

製

絲

所

現

在

Z

景

況

」

と
題

す

る
復

命

書

の

全

文

が

抱

げ

 

ら

れ

て

ゐ

.
る

力

.

.
こ

れ

は

當

時

の

富

岡

製

絲

所

經

營

內

情

を

窺

ふ

に

.好

箇

の

資

料

で

あ

る

Q
.
速

水

堅

曹

の

.調

普

；報

吿

の

結

論

は

、

*f
v

營

. 

，
を

•

■

し

て

越

.に

移

す

べ

き

こ

と

*

外

人

俯

敎

師

を

解

雇

し

部

內

♦
の

刷

f

f

ベ

？

と

等

で

f

が

、

書

中

に

日

く

「

创

立

以
 

降

就

業

コ

•
¥
ノ

後

尙

社

览

立

ッ

可

キ

ノ

目

途

無

シ

」

0 

.

「

今

日

へ

體

栽

ヲ

以

テ

之

ヲ

觀

レ

バ

鬣

利

ヲ

得

ル

能

ハ

ズ

。

然

則

器

械

製

絲

ハ
 

f

一一
 

磁

ス

ル

力

決

シ

テ

然

ラ

ズ

。

唯

當

岡

製

馨

ノ

ミ

ヲ

以

テ

論

ズ

レ

バ

損

失

ノ

根

源

」

は

、

「

三

方

高

山

邱

懇

、

逍

路

米

ダ

1)
0

ヶ 

ズ

、

龙

フ

ル

ニ

村

落

寥

々

人

卻

最

モ

幼

稚

ナ

リ

。

楚

以

テ

慕

ノ

不

便

ニ

シ

テ

與

女

工

ノ

惰

氣

ヲ

生

ズ

。」

，

「

掛

W

5

於

ケ

ル

ヤ

、

Y

ノ
规
則
一
1
縛
ラ
レ
橱
々
タ
ル
文
镩
酣
ノ
往
復
ト
一
已
ノ
議
i

拘
泥
セ
ザ
ル
ヲ
锝
ズ
、
故
一
！
此
繁
劇
ニ
空
シ
ク
時
日
ヲ
f

阈
家
ノ 

. 

人
利
ヲ
課
ル
ノ
餘
暇
無
シ
O
Jこ
の
他
方
に
お
い
て
、
.

「

該
場
ノ
業
、
素
ョ
リ
新
方
タ
ル
ヲ
以
テ
悉
皆
敎
師
ノ
指
示
.ユ
據
ラ
ザ
ル
ヲ
得 

ズ
。
然
ル
ー
一
其
敎
師
ト
準
モ
.上
絲
ヲ
製
造
シ
、
高
價
ニ
.寶
却
シ
‘

自
己
.奉
職
ノ
名
義
ヲ
失
セ
ザ
ラ
ン
事
ラ
ノ
ミ
着
眼
シV

敢
テ
理
財
上 

I
I

關

セ」

中
、
し
か
も「

敎
師
ニ
撥
任
ノ
業
務
ナ
レ
バ
是
非
瞹
味
二
、
掛
役
5

於
テ
斷
然
夫
レ
テ
軋
ス
ヲ
得
ズ
し
と
弊
番
の
所
在
を 

指
摘
し
て
ゐ
る
。
爾
來
七
十
年
後
の
今
日
に
至
.つ
て
も
尙
聽
く
。へ
き
杓
容
々
持
つ
も
の
と
い
つ
て
よ
い
。 

'

.

{
辟
觀
絲
所
は
遂
に
®

營
に
移
さ
れ
た
。
明
治
一
一
十
六
屯
九
月
闷
所
璧
井
經
營
と
な
つ
.た
。
時
の
所
戾
.速

水

堅

曹

が

同
*
^

■̂
月

松 

方
欠
藏
大
臣
に
書
同
を
以
て
：

「

1 r

岡
驗
絲
所
最
初
建
築
を
初
め
々
⑨
の
興
^

^

 

^
肷
支
計
算
を
報
告
し
て

ゐ

る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば 

1

政
府
が
初
め
投
じ
た
る
固
定
資
本
即
ち
建
築
費
を
始
め
一
切
の
興
業
费
は
一
時
缺
損
を
坐
じ
た
る
も
遂
に
後
华
偾
却
し
て
多
少
の
剩
.. 

餘
さ
へ
坐
t

る
に
至
*
^、
叉
流
通
資
本
れ
り
し
營
業
一
時
缺
拟
を
通

*
^拔
•け
て
最
後
に
全
部
売
納
し
た
と
あ
れ
ば
政
府
に
於
て
は 

吻
忾
上
损
.失
は
免
か
れ
て
ゐ
る
。」

然
し
な
•か
ら
脇
本
博
士
は「

こ
の
收
支
苹
々
の
損
益
訏
笕
で
は
最
後
に
於
て
冏
定
流
通
の
兩
资
木
金 

と
も
完
納
さ
れ
て
ゐ
る
が
如
く
報
吿
_^

れ
て
あ
る
が
、
翻
つ
ヤ
精
密
に
考
究
す
れ
ば
、
年
.々

の
損
益
許
雜
が
^

^

の

簿

記

.式

記

錄

と

し 

て
發
表
さ
れ
て
ゐ
な
い
の
で
、
假
令
ば
資
本
利
子
の
如
き
、
固
觉
趙
築
費
償
却
の
如
き
が
81
*

上
さ
れ
て
ゐ
る
や
番
や
、
蒞
し
nl
J*

さ
れ
. 

て
ゐ
な
け
れ
ば
相
當
額
の
拫
失
も
兒
込
|

れ
る
や
ぅ
で
あ
る
。
父
供
の
年
缺
拇
の
計
弊
を
見
て
も
政
府
よ
b

補
充
し
た
、る
等
、
嚴
格
に 

檢
討
せ
ば
、
学

し

も

收
§

ひ
た
る
か
否
か
は
未
判
定
で
あ
る」

と
做
さ
れ
、「

こ
の
製
囍
に
因
？

利
益
屢
げ
紫
し
く
は
收 

支
襞
上
拟
失
無
し
と
は
斷
言.

J

雛
い
。
併
し
•な
が
ら
本
所
の
阈
家
的
貢
献
は
{足
に
大
きV

筆
紙
に
盡
し
雞
い」

と
そ
の
業
緖
に
つ
’い
.
’ 

て
綠
論
を
下
さ
れ
て
ゐ
る
。
傅
士
の
論
旨
洵
.に
微
當
な
る
.も
の
と
い
は
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ふ
ぅ
。

:.
'

一
本
書̂

^
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を
撊 
1

:1:
:
-
'
:
當
^
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.
1->

の
希
鼷
を
_

藤
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^

也
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當
闽
製
絲
所
犯
し 
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殆

ん

ど

觸

れ

て

點

を

、
他
’

る
機
#
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|

墙
補
し
ノ
て
ぃ
た
|

，
ぃ
こ
冬
あ
，

例
へ
ば
そ
の
ー
端
|

す 

も
，
の

と

し

て

旣

揭

の

「

大
8

冰

螯」
..

至

1

絲

所

のH
女

器

に

關

す

る

規

則

0
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を
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ぃ
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欠
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蠢

業

は
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：彼
女
達
ね
對
す
ゐ
勞
働
事
精
の

.解
明
な
く
し
^

.し
霉
力
の
_

こ

の

希

望

が

容

れ

ら

れ

ぞ

參

言

な

窗

、4

れ

盛
.

者
の
.み
'な

ら

鑫
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探

ミ

す
る
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j
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で
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と
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な
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眢
屯
幸
雄
：先
坐
ば
.昭
和
十
九
®

.II

月

十

八

日

慶

應

病

院

，に
於

が
慶
應
義
塾
の
^

失
の
み
な
ら
ず
、
ぼ
本
氣
濟
學
會
の
象
げ
，て
惜
む
ど
、V
.ろ
で
ぁ
るo

，.〕

こ
: ^

先
生
办
人
路
、
略

- M

、
業
續
*
^記
し■

M

め
て
追
.惊
0

念
%

满

.<

.す
^

も
0'

で
あ
名
。
：>
ぺ5
 

■ 

.

,
.'
'*

坐
は
#

'̂
-

忠
實
な
學
者
で
教
ク
^

。
：
ぞ
の
忠
*

は
事
に

"を
贯
く
坐
活
指
針
で
あ
つ̂

-'
°
'

學
問
に
默
1;
-

で
胤
«-
:

で
ぁ
^ :

と
1/
>
ふ
そ
1:
^ .

擧
; ^

の
當
截
に
檐
ぷ
べ
^
義
務
で
ぁ
乂 

果
す
學
者
ル
抵
に
多
叭
。
し
か
し
先
生
0

如
<-
-
-
;、
、全
人
格
を
賞<'
:
-忠

賓
:.
9

:为
ぢ
に
フ
着

へ
く
な
；い
6

先
坐
が
公
事
は
*:

ふ

ビ

汲

狀

中;*
身

邊

办

小

灘

事

に

茧

る

'1
'

で
->
:

_
次
^

^

さ

ず

常;̂
忠

實

を

双

，て
貫
か
れ
セ
こ
と

a

、
：
先 

生

の

畫

な

る

：池
.活
記
錄
文
で
殘
多
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
ふ
■

入
は
書
漭
の
死
は
淋
し
：

 ̂

;-
^

歌
':
0

て
ゐ
る
が
、

:

以 

上
の
や
ぅ
な
先
坐
の
.生

活

箭

錄

於

最

後

：の

®

を
閉
ぢ
た
.と
き
に
、
.
私
は
つ
く
づ
く
と
さ
ぅ
思
つ
仁
の
で
あ
る
。
殊
に
こ
の
言
葉
は
先
坐 

め
如
き
狀
»:

な
氣
者
'の
©-

逝
ゼ
悼
び
|:

相
應
^

ド
文
字
で
知
る
。

：
，
，
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濟
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